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経
済
論
壇
か
良
酬
明

東

京

大

学

護

福

田

て
い
る
。

損
失
負
担
に
闘
し
て
は
、
睡
災
前

の
借
金
に
新
た
な
借
金
が
置
な
る

東
日
本
大
震
民
か
ら
2
カ
月
あ
ま

り
し
山
手
る
寵
の
撤
去
や

拍
7
方
2
千
戸
が
必
要
と
さ
れ
る
長

豊
田
の
建
設
な
ど
、
被
明
治
盆

興
は
未
だ
道
端
ナ
ほ

y

被
災
者
の
木

安
定
f

括
の

υ
主
擦
と
し
て

喪
わ
っ
て
い
な
い
ロ
そ
の
一
方
、
橿

輯
構
想
金
語
や
檀
里
謡
本
法
軍
の
審

曹
人
り
な
ど
、
檀
興
に
向
廿
た
語
論

は
少
し
ず
つ
括
尭
に
な
り
、
論
壇
で

も
寵
興
に
向
廿
た
槽
々
な
問
題
提
謹

や
政
置
提
盲
が
顕
い
合
空
も
つ
に
提

案
さ
前
世
じ
砂
子
、

1
4

口

口

語
調
と
い
う
圏
点
か
ら
は
植
民
地

を
金
事
国
で
ど
申
圭
つ
に
サ
ボ
?
卜

す
る
か
が
何
と
い
っ
て
も
量
要
戸
、

震
災
直
桂
は
公
的
揖
聞
に
よ
忍
車
窓

融
資
、
目
担
の
大
量
貰
金
棋
措
な
ど

で
と
り
あ
え
ず
涜
動
性
末
足
に
よ
る

パ
ニ
ッ
ク
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き

た
む
し
か
し
、
実
際
に
耳
語
し
て
し

ま
っ
た
損
失
を
躍
が
負
担
し
、
将
来

に
向
廿
て
被
災
地
域
の
企
車
へ
ど
の

よ
苔
に
量
金
を
供
給
し
て
い
く
か
は

こ
れ
か
ら
中
穴
き
な
艶
聞
で
謁
る
。

名
古
雇
大
誓
鞍
控
田
富
覇
信
普
民

(
週
刊
草
津
謹
揖
4
月
回
目
き
は
、

損
失
負
担
の
方
世
間
車
で
は
こ
霞
壇

央
一
が
広
が
り
、
新
た
な
金
融
シ
ス
テ

ム
蚕
安
が
生
り
か
ね
な
い
ル
語
摘
。

地
方
で
は
地
元
企
華
と
の
接
点
は
地

塙
の
ふ
議
議
聞
か
持
っ
て
お
り
、
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
た
め
に

も
‘
地
壊
の
金
融
構
閤
へ
の
よ
り
一

層
田
貴
杢
主
埋
か
不
宵
欠
だ
と
訴
え

L
4
5
 

民
聞
4
胃
肱
魁

a胴
差

一
7jt輔

4
J
'曹
人
Y
叫

関

J
I

円
十
一

臨霊園罰噛組組
「
二
重
ロ
l
ン
」
も
揮
副
な
問
題
走
。

奇
回
の
量
災
で
は
工
場
や
唐
舗
も
含

助、

9
万
戸
戸
が
圭
壇
し
、
ロ
ー
ン
だ

廿
が
語
っ
た
人
や
企
撃
も
幸
い
。
橿

興
に
向
け
両
ら
か
の
故
調
措
置
は
不

伊麗曙融民

慎

可
避
で
串
る
。
そ
の
陣
、
借
金
の
返
し
、
檀
興
需
要
相
自
本
蛙
揖
を
押
し
楕
掛
自
室
」

5
月
四
日
付
朝
刊
で
は
、

簡
を
す
べ
て
免
除
す
る
「
車
成
の
檀
上
げ

τい
く
と
い
う
一
見
方
が
有
力
だ
龍
商
学
者
有
悲
の
共
同
提
言
が
取
り

政
令
」
を
求
め
忍
議
詰
も
あ
る
。
が
、
ク
レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
証
券
子
i

上
げ
ら
れ
、
そ
の
軍
3
の
柱
と
し
て

し
か
し
、
璽
車
京
学
教
授
の
草
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
白
川
島
遭
民
震
の
利
益
重
ま
し
た
町
づ
く
り

陸
軍
(
週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
5
月
(
週
刊
エ
コ
正
予
5
月
剖
目
き
構
想
が
紹
介
さ
れ
た
。
被
災
等
土

げ
白
号
)
が
指
摘
す
る
よ
苔
に
、
い
に
よ
れ
ば
、
日
本
リ
ス
ク
の
再
認
輯
地
や
建
物
の
瞳
雑
な
揖
詞
開
揮
の
聾

か
に
危
樺
的

r田
の
も
と
で
も
、
が
「
日
護
れ
」
と
い
う
博
選
在
理
案
し
君
、
護
的
な
エ
コ
コ

一
定
の
規
樟
こ
一
っ
て
金
融
取
引
が
成
長
曜
の
王
』
屈
訴
を
生
み
出
す
可
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
i
室
翼
現
す
べ
き

行
わ
れ
な
い
と
、
睡
災
と
関
係
の
な
能
世
も
捨
て
き
れ
な
い
と
い
う
。
だ
と
い
う
円
暑
で
あ
る
。

い
不
良
慣
檀
が
掛
れ
込
む
苦
フ
ル
ハ
日
本
企
車
の
海
外
謹
転
や
海
外
部
菜
、
金
融
や
電
ガ
供
日
惹
ど
と

サ
ー
ド
が
置
延
し
、
結
露
シ
ス
テ
ム
品
開
通
比
車
の
室
主
庁
は
、
産
揖
異
な
り
、
町
づ
く
り
の
場
合
、
専
ら

は
破
韓
し
て
し
ま
い
か
担
な
い
。
の
空
桐
幅
圭
信
し
、
国
同
雇
用
の
悪
動
車
住
を
物
量
じ
に
進
め
る
一
の
は
、

聞
東
大
震
災
十
盛
田
量
災
苧
車
の
乱
化
は
梢
畳
一
を
信
返
さ
せ
る
戸
伝
で
な
閏
聞
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
同
意

亮
が
そ
の
桂
の
昭
和
金
融
恐
慣
に
つ
く
、
恒
書
な
技
術
者
の
埠
外
へ
の
流
社
式
宇
鞍
授
の
揖
ポ
世
田
氏
(
週
刊

な
か
っ
た
よ
う
に
、
被
災
害
包
贋
帯
出
を
加
遣
し
か
ね
な
い
。
市
場
が
己
責
岸
躍
宙
開
5
月
H
日
号
)
が
述
べ
て

免
屈
を
民
間
壷
融
揖
聞
や
日
韓
に
引
の

4
2
&劃
き
に
控
目
し
内
完
走
り
い
る
よ
苔
に
、
買
北
地
方
は
且
本
で

き
聖
甘
さ
せ
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
的
な
持
動
を
と
れ
ば
、
年
度
桂
半
の
央
わ
れ
つ
つ
あ
る
血
盟
、
抽
語
、
・
社

金
融
シ
ス
テ
ム
を
不
安
定
に
す
る
だ
国
円
畳
買
に
措
水
を
措
び
せ
か
ね
な
棋
が
世
柄
と
し
て
聾
っ
て
い
る
数
世

廿
だ
と
伊
藤
民
は
抽
D
て
い
る
。
い
と
い
ラ
の
が
白
川
民
の
分
析
だ
。
な
い
社
品
目
だ
っ
た
。
樟
摘
を
自
の
当

檀

国

の

た

め

に

は

、

被

災

地

戸

奇

ロ

ロ

た

り

に

U
な
が
ら
も
、
盟
し
み
を
押

で
は
な
ベ
自
主
義
が
田
覆
し
て
こ
う
し
た
日
本
離
れ
を
起
こ
さ
せ
し
世
し
な
が
ら
互
い
に
助
甘
受
話

い
く
こ
と
も
重
要
戸
、
な
い
和
市
め
に
は
、
担
麗
句
置
も
問
わ
災
者
の
竪
や
、
地
壇
コ
ミ
ぷ
ニ
テ
ィ

ー

;

目
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底
力
に
大
き
な

i
u
M戸
ヨ
閣
白
日
]
古
書
ー
ご

J
'
v

、-2
癌

襲

警

た

の

交
再
編
ヨ
-
・
2』
L
H
/を
は

、

評

者

苦

で

は
串
孟
ま
い
。

円
聞
肩
が
四
日
L
括
重
し
た
辱
年
れ
る
こ
と
に
な
る
。
大
震
災
や
原
亮
厳
し
三
謹
誕
の
な
い
市
場
議
争
白

1
5
3月
期
の
実
質
圏
内
輯
生
産
事
故
の
憧
禍
は
私
た
ち
の
想
憧
を
柏
原
理
は
、
担
躍
と
人
一
牽
届
替
え
石
上
で

(
G
D
P
)
は
年
整
理
拝
で
前
期
防
す
る
光
景
だ
っ
た
が
、
前
同
一
き
の
檀
重
要
で
、
そ
れ
を
霧
担

u
t橿
興
が

マ
イ
ナ
ス
3
・
7
%と
、
匝
神
大
量
興
は
世
呆
の
非
助
事
な
嗣
車
以
下
仕
組
畠
り
樽
な
い
の
は
確
か
だ
が
、
読
通

災
を
は
る
か
に
上
回
る
大
幅
な
酷
少
み
を
改
め
、
缶
趨
が
続
く
日
本
語
揖
掛
単
夫
単
辛
畏
町
石
井
揮
蔵
民

9
J

と
な
っ
た
。
謹
商
白
樺
棒
が
長
引
げ
包
圏
在
成
長
率
を
大
き
く
高
め
る
揖
レ
タ
ヂ
ン
ト
5
月
間
日
号
)
が
論
じ

ぽ
、
税
収
も
伸
び
悩
み
、
橿
興
に
必
金
と
も
な
る
。
そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
て
い
る
よ
官
つ
に
、
騨
争
康
理
戸
ほ
が

要
註
財
揮
の
確
慢
も
離
し
く
な
高
。
の
が
電
力
棋
踏
の
在
り
方
を
堪
る
量
一
方
桶
に
瞳
く
白
な
る
と
、
仲
間
君
臨

雪
p
u
t事
躍
に
陥
ら
な
い
よ
吾
に
涯
の
躍
護
者
の
曙
軸
有
毒
と
し
た
中
開
同
組
糟
は
軽
想
。

す
る
た
め
に
も
、
パ
ラ
ま
き
在
最
小
東
京
大
学
鞍
控
由
松
村
融
弘
氏
れ
て
し
ま
う
萌
向
が
あ
る
。
そ
G

つな

隈
に
抑
え
、
市
揖
調
揮
を
E
常
に
作
{
日
瞳
ゲ
ェ
リ
タ
ス
5
月
日
日
号
)
る
と
、
し
な
や
か
さ
が
失
わ
れ
、
か

劃
さ
せ
た
五
で
、
彊
盟
事
差
異
に
遣
は
、
電
力
会
社
に
よ
る
浩
配
置
舗
の
え
っ
て
危
嵐
広
弱
い
姐
轄
と
な
っ
て

め
る
こ
と
が
求
悼
岳
れ
て
い
あ
。
抽
域
独
占
に
は
構
造
的
な
欠
陥
が
あ
し
ま
い
か
ね
な
い
。

軌
以
降
は
大
腫
災
で
寸
断
さ
れ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
高
い
配
送
コ
ス
ト
市
場
輯
事
を
量
視
し
て
は
い
廿
な

サ
プ
ラ
イ
チ
z
lン
や
電
力
不
足
と
か
劫
事
由
垣
電
買
の
売
買
を
阻
ん
で
い
が
、
橿
翼
は
物
畳
的
括
劫
畢
性
差

い
っ
た
供
給
制
約
が
樟
々
に
解
摘
さ
君
主
主
彊
。
大
型
の
亮
電
所
在
畳
追
求
す
る
桂
揖
学
者
金
実
験
場
で
あ

方
に
立
地
し
て
、
消
費
地
に
電
買
を
つ
で
も
な
ら
な
い
。
鮭
慣
晶
子
者
に
ク

運
ぶ
現
在
白
岩
配
電
績
を
抜
本
由
に

I
ル
ヘ
ッ
ド
と
ウ
オ
}
ム
ハ
i
ト
を

毘
置
す
よ
う
求
め
て
い
る
。
持
つ
よ
吾
説
い
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・

植
民
地
の
薪
た
坂
町
づ
く
り
も
檀
マ
l
V十
ル
白
描
面
白
書
棄
を
、
も

興
の
大
き
な
韓
国
で
あ
る
。
本
輯
『
軽
う
一
一
座
輔
み
し
め
て
み
た
い
。

白川津週民

柏村曲弘正
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